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序

本書は，著者ーが過去約7年の聞に発表してきた幾つかの諭文をもとにし

て普かれたものである。一冊の替物にまとめるにあたって，できるだけ論

点の窓複を避けるようにし，また，新しく書き加えた部分も少くない。も

勺とも，なるべくそれぞれの章だけを単独で鋭めるように，各裁にかなり

の独立性を残すように配慮したつもりである。そういう訳で，本書は，な

にか一つの主題を統ー的K追求するといった性格のものではない。ただ，

摂取するEとによって貿易理論を一層充実させるという乙とであった。乙

のような意図の下に，一方では静態的分析の領域で現在までの理論的成果

を跡づけ，それに対して何らかの新しい成果を附け加えようとし，他方で

は動態的分析の領域で経済成長や技術進歩の理論を拡充し，それを国際経

済の局面へ応用するEとを試みてきた。しかし，本書の中では，いずれの

目標も僅かに部分的に達成されているに過ぎない。また，本智で用いられ

ている分析方法は，伝統的な限界分析であり，分析の対象は，殆んどの場

合，完全競争と諸資源、の完全利用を前提とするいわゆる新古典派的実物経

済であるから，上11:述べた著者の意図がどの程度まで成功しているにせよ，

それは乙の限られた領域を越えるものではない。

本警がともかくもとのような体裁を整える乙とができたのは，研究活動

その他の函で著者への支援を借まれなかった多くの人々の御好意によると

とろが大きい。とりわけ，入江猪太郎教授には，絶えず学問上の刺戟と御
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究が進められるようにと一方ならぬ御配慮を賜った。

本容の多くの部分は，著者が米国ロチェスター大学大学院在籍中広行な

った研究をもとにしたものであるが，R. W. Jones教授は， Ph. D 論文

の主審として.多くの時間を費して著者の論文を検討し， 貴重な示唆と批

判とを与えられた。また，その問， S. C. Tsiang教授.H. Rose教授，

そして，L. W.McKe即時教授からも多くの示唆を賜った。なお，ロチェ

スター大学での3年にわたる研究生活が実現されたのは，水谷一雄教授な

らびに財団法人神戸大学六甲台後援会の御助力のお蔭である。

さらに，関西地方で国際窓済学を専攻する有志花よって構成されている

国際経済学研究会は，著者にとって他IC得難い研鎖の場であった。本書の

幾つかの章もこの会での報告を発展させたものである。その他，書物や論

文を通して著者の考え方IC影響を及ぼした人々は数多いが，なかでも，J. 

E. Meade教授，H. G. Johnson教授，および， R. F. Harrod教授の名

を忘れる ζ とはできない。

神戸大学経営学部，経済学部，および経済経営研究所の人々は，先輩と

して，あるいは友人として，著者1<::絶えず激励を与えられた。そ して，神

戸大学研究双書刊行会の委員諸氏と，有斐閲の松尾正俊民とは，本書の出

版IC必要なすべての事柄について御尽力下さった。

Eれらの人々の御好意に対しては， ζの紙上を借りてa 著者の心からの

感謝の辞を申し述べたい。

最後に，本書の各章と，他の機会K宛裂された著者の紛文との関係を示

しておEう。なお，以下の論文の中で， ft1印のつけられたものは，ほぼそ

のままの形でiI宣告に再録されたものである。
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第I部外国貿易の比較静学分析

第1章封鎖経済の比較静学分析

第 1節序 鎗

本容において私が行なおうとしている試みは，一言でいえば，外国貿易

の理倫と生産の理論とをより密接に関連づけようとすることである。外国

貿易は，もともと異った諸国の聞での財や用役の交換現象として考えられ

るけれども，エッジワースがいみじくも指摘したように汽 それは時計の

文字盤の上を廻っているこ本の針1<:醤えられるものであって，その背後に

は非常1<:観雑な歯車の動きが隠されている。そして，生産の理論は，それ

らの中でもとりわけ重要な役割をもっ一つの歯車の動きを説明するために

用Zまされたものであるといえよう。もちろん，己のように問題を限定した

としても，分析の対集はなお広大である。そして，理論的な分析において

は，結論のー般性と一義性の聞の限界代替率は，正であるよりはむしろ多

くの場合に負であるという乙とが，さ らに研究を制限する Eとになる@

以下の錆章では，極めて単純な一般均衡体系の下で，外国貿易1<::支配的

な影響をもっと考えられる生産側の諸条件をいろいろの角度から分析する

予定であるが，その基礎となっているのは，伝統的な限界分析の方法であ

り，分析の対象は新古典派的な実物経済である。そ乙で本章では，貿易を

含まない封鎖経済について，生産と消費乃至は需要と供給の簡単な一般均

1) Edgeworth (5)， p. 32. 
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衡体系とその性質について予備的考察を行なっておく乙とにする。すなわ

ち，本章の分析は，モれ自体が目的であるというよりは，以下の諸章で利

用されるような，諸変数{ならびにその変化率)相互関の関係を明らかにする

といった単備作業としての性格が濃いものである。

本家の分析では，原則として，つぎのような仮定がおかれる。 (A.1)基

本的生産要素は，労働と資本の二種類のみであり，両者ーは正の報酬率の下

で完全に利用され，非自発的失業や遊休資本設備は存在しない"0(A. 2) 
財および用役のあらゆる市場で競争は完全であり，また，生産要素の産業

間移動に対する障害は存在しないお。 そして，個々の企業者は， ζのよう

な市場情況の下で自己の利潤を極大にするように行動する。 (A.3)各財の

生産ICは，労働と資本の投入が必須であるが，異った産業聞で二つの生産

要素が同ーの割合で組合わされるEとはない。(A.4)一定時点において，

各要素の供給量は所与である。 (A.5)二財{第1財および第2財)のみが存在

する。(A.6)各財の生産過程において，労働と資本の代替はスームスに行

なわれ，また生産は各要素IC対する収穣逓減ならびに規模IC対する収穫不

変の下で行なわれる。そして， (A，7)資本ストックは，同ーの効率を保ち

ながら，永続的に使用可能であるべ

2)資本は1:1:では，生産された生産手段 (producedmeans of product1on)，すなわち賢

本財を意味するも白とする.資本の報酬串とは.ー単位の賢本政湘をー定期間穆働させたとき

叫られる利潤を意珠山、私 したがって労働の報酬射なわち蜘3城西加と

いう院をもつのと同じように.資料欄率すなわち宮本用役の価格は百誠面最珊

，戸J潤車の続念は.資本財価格の決定機1耳が明らかにされるまでは噂λされ

ない.

3)安本陸備が典。た産業聞で完全に移庫酎であるという仮定位.質事殴備の特殊盤を完全に抽

輩しているととを意味する.己申問題についての，より立ち入今た蟻:aについては，例えば，

Swan (157)， Appendは 1.pp. 343-351を害関されたい.

4)これらの仮定のうち.(A. 1)-(A. 4)は本書全体を迦じての基本的な仮定である.
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第2節生産条件の分析

まず，本舎の分析で最も基本的な役割を演じるこ財・二要素モデルの生

産組織からはじめよう。それは，つぎのような述立方程式によって表わさ

れる。

Xj=め(V1I.Vz;) 

Vi=写Vij
叫 =μil=Tμ;，
q=叩./柑2

(j=1.2) 

(>=1.2) 

(i戸 1.2)

(1. 1) 

(1. 2) 

(1. 3) 

(1. 4) 

1:.1:.で.Xjは第1産業の産出高，Fiは第y産業の生産函数，Vijは第y

産業における第$要素の使用量 V，は第包要素の経済全体における総供

給量，'lVjは第1財単位で表わされた第z要素の報酬率， μυ は第j産業に

おける第 t要素の銀界生産物 (fJ.;{i=iJF}続平均，州第1財単位で表

わされた第2財の相対価格，そして qは第1要素価格の第2要素価格に

簡単IC労働の相対価格と呼ぶことにする。

(1. 1)式はニ産業の生産函数を表わす。(1.2)式は仮定例 1)で示され

た資源の完全利用の条件を示し，または 3)式は，仮定 (A.2)の完全競

争ならびに利潤極大化の仮定から導かれる。(1.4)式はqの定義式である。

要業総供給量 V，は仮定 (A.4) ICよってパラメターと考えられているか

ら， 土の体系ICは， 方程式9伺IC対して Xj，Vij，初 j，q.およびPの10個

の未知数が含まれている。したがbて1:.のうちの任意の一変数をパラメ

ターと考えれば，体系は完結する。 ζ 己では，商品相対価格Pをパラメ，タ

ーと考える Eとにしよう。そうすれば. (1. 1) (1. 4)式が経済的IC無意味
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な解をもっζ とがないという条件の下で，各変数は V;およびpによって

袋わされるであろう。 ζの節では，生産要業供給量を所与として.pの変

化に応じる各変数の変化がどのようなものであるかを調べる ζ とにする。

なお，仮定 (A.6)により. (1: 1)から

Xj=苧μりVi/ (j=1.2) (1. 5) 

が，また(1.3)および(1.4)を考慮すれば

V2i!V" =η(q) (j=1.2) (1. 6) 

が導かれる乙とに注意してお乙う。ただし，町は単調増加函数である"。

(1. 5)式は，完全競争的な要素価格決定機構の下で， 生産物価値が完全に

それぞれの要素に配分される Eとを，また (1.6)式は，最適要来集約皮が

生産要素相対価格によって一義的に決定されるととを意味している。

5)生産量散に関する仮定をもっと厳密に表現すれば，つぎ申ようになる.

{叫すべての Vii>OについてF，tVli.V2i)>Oで，任意のえ>0についてFj(lVli.lV，幻)

=).Fj{Yh. Yzi)であるo (b) Fj(V li. Vzi)は連続で二回徴分可能である. (c) すべての
8Fj ..... ^ (J'F 

VU>O.について告が0仕事会<0である.特別1・M は(a)申臨からオイ

rV2i、
ラ戸の定理によって噂かれる・また (a)よりえ白内了とすれば.Fj(VIi. 

と害防・とれから， 日 fi(持)持J'j(持)， p，炉ft，(5??)でおるから，
，fF) 

4=告=二7舌←-bf十である・印式をE牲に関して徹併l1.t!，
1<&.1 川 lir;TJ 'lI 'JI 

.ヵfbLfJ"fbL1

場γー市梅ず
であるが， (a)と(b)より，すべてのV'I>Oについて 11>0，f' 1>0， 1"1<0であるから， ζ

D徹轍は常に正である・さらに仮定(A川 a ur-EF0・dim-E;f園田在意味し
VJI-U va--

ているから.住軍の例に対して;:甘f:はま-純的叫山古れMるζと治が州'/)帥》
p， 42 $1.11. 
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さて.pの変イじIC応ずる各変数の動きを見るために.(1. 1) (1. 6)式を

微分して次式が得られる。

Xj='E，O;jVij 

'E，.i;jV;j=O 

包lJj=μi1=P+μi2

q=叩 1一 叫 2

XJ=平0・j(μけ Vij)

(j=1.2) (1. 7) 

(i=1.2) (1. 8) 

(i=1.2) (1. 9) 

(1. 10) 

(j=1，2) (1. 11) 

九一九=σJ (1213) {1.12) 

乙己で官日号 A (サーカムフレッタス)は，それが付けられた変数の百分比変化

訴すの。昨冬ι)は第y財の産出高の第4要素投入量IC関する(偏)
弾力性を濠わす。(1.5)式から EOij=lである。Aυ(=VijjVi)は第 z要素

総供給量のう ち第j産業で使用される割合を表わし.したがって'E，ん=1

(=--'1 ι、
である。また， σj(=:j

性を表わす。

競争均衡の下では.8jj はまた第 1産業における第$要素の相対的分配

率とも，あるいは第j産業における総費用中に占める第 s要素費用の割合

とも考えられる。各産業における労働の相対的分配率，あるいは総費用IC

占める賃銀費用の割合を示す 01パま，また，つぎのようにも表わされる。

6) あるlIt数四百分比夜化陪，そ申2聖教の対散を微分して求められる.すなわち.主=dlog X 

である.比較静学分析でとのような方法を広汎に利用したものとして Meade(31)があり.

また，よりー締切な形で弾力憧演草子を定式化したも申とLて71<替ωコヵ・4げられる.なおa
百合比変化を示すためにA を使用したのほ Seton(141)による.対散Il分については，つぎ

のような簡単なルιルを利用するのが便利であるo (a) 
y -， 

(C) (d) ，=f(")のとき2=÷・
df ̂  • . 11 fjf .̂ tI fJf A 
すれ (e)'=1("，，")のとき Y=y百;;u+ヮー守れである.



6 

11- Xj 

=-q-
q+町
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血jVJj

μliVli+μ2iV'1;i 

(j=1，2) 

1 

1+飽'!:"
μliY li 

したがって，ニ産業での差をとれば

1 

1+子
(1. 13) 

で再評存ァ (1. 14) 
匂+円 q+'2)

であるから，ニ産業の労働の相対的分配率の間には，つぎのような関係が

ある己とがわかる。

句ミE円に応じて Onミ0" (1. 15) 

換言すれば，競争均衡の下では，資本集約度(ゅの高い産業において，労

働の相対的分配率，あるいは総費用に占める賃銀費用の割合は相対的に低

い。他方，各産業での労働の平均{価値}生産性は，それぞれ

Vu 811 V12 812 

で表わされるから，(1. 15)から直ちに

ミグ1 に応じて 主主主主主L
V12 --Vu 

(1. 16) 

(1.17) 

すなわち， 資本集約皮の高い産業において， 労働の平均{価値}生産性は

高いといえる。

最後1<::，二産業の要素集約性の比較に関するもう一つの性質を挙げてお

日。いま，経済全体における資本・労働比率を r=手?と定義すれば，

An-A21 = .1，，-.1，，=工!L_V21 =仏.1，，(均一円)/グ (1. 18) V， v， 
と書けるから，

月<"1 1:'応じて (1. 19) 

であるといえる。すなわち，資本集約度の商い産業では，資本の敏収皮が
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労働の吸収皮に対して相対的に大きい。

さて(1.7)と (1.11)から

7 

40柑 jj=O (j=1.2) (1. 20) 

が得られるから，乙れに(1.9)を代入すれば

OuPu+O，lI.l21 =0 
一 一 ，、
O"pu+O回P21= P 

となる。 I-til についての左辺の係数行列の行列式をD("'OuO，，-0，.0" 
=Ou-O，，=O，，-O，，)とすれば

Wl=ん=一令Lb

Wa=ん，=会Lb
(1. 21) 

および

1 
q=叫2ー叫，=一jJP (1. 22) 

，a 
せわ表で

A
H
W
A
 

を
A

V

 
ら

J
M司

i

2

 

か

J
F

1

1

 

M

M

+

 

1

6

 

j
p

、A

t

(

 

ル
ム
c

H

H

=

 
A

V

 

。

に

る

ぎ

得

つ

を

九一毛!..(A"d，+A22d2)Q
九=4手(Al1d，+ A12d2)q 
九=ー宅LIM+AU62)』

が導けるであろう。ただし.C=AlIA，，-AI2A2I =AIlーA31= )，22-)，12である。

(1. 23) 

最後11:. (1. 22)および(1.23)を(1.7)に代入して

X， = -s，p (1. 24) 

el=会({川内+仙似dl+A，仰 '2)
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および

x，=e，p (1.25) 

=-L〔』12A21内+{812̂11，，，+O"'12'21}d，J BC 

が得られる。'1および内は，それぞれ， 生産変換曲線に沿っての第1M

および第2財供給の価格弾力性を示すものと考えられる。両産業における

要素間代替郵力性が大きいほど，また，商産業問での要業集約度が接近し

ているほど(すなわち BC(J)値が小さいほど)両財の供給の価格弾方性は大き

い。上記ニ式から，第1財と第2財の供給量の比率は

XI-X2=ー('1+句)p (1. 26) 

11:従って変化する。いま.A1三 '21811+ '11021. A，=A，，012+ '120"と定義す

れば Lれは

XI-X2=一生生土全EZ』BC r (1. 27) 

と書き表わすEともできる。 乙乙で.A1>O. A2>O. BC>O.そして A1

+A，+BC=1であるととは容易に確かめられるであろう。(1.24) (1. 27) 

式が商品相対価格の変化11:対応する供給側の反応を示している。

第3節需要条件の分析と均衡の安定性

前節では，封鎖経済における生産商の賭条件が(1.1) (1. 4)式によって

示されたのであるが，完結した一般均衡体系を構成するためには，需要函

の諸条件が規定され，需要と供給の均等が保証されねばならない。

需要条件 ω

まず， 最も単純な場合について考えてみよう。 いま， 経済全体として

の，それぞれの財IC対する需要量をあで表わし，両財の需要される比率
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が商品相対価格のみに依存すると仮定する。

37=時)

9 

(2.1) 

e;.c;で，H(P)は単調増加函数である。各財Kづいての需給均等の条件は

Xj=DI (j=1.2) (2.2) 

である。乙れら三式を前節の(1.1)-(1.4)式と組合わせれば.12個の方程

式によって Xj， DJ. q.およr.tpの12個の変数が決定されるととIL

Tよる。

Eのようにして決定される均衡の位醤が安定的であるか否かは，つぎの

ようにして調べるととができる。 (2.1)を対数徴分して

D，-D，=内P (2.4) 

を得る。ただし 0"，(""ーし也 /D，)>O)は，需要の側におけるこ財間ヘ D，/D，dp ノ

の代替弾力性を示す。いま商品相対価格 Pの変化に対する商品需要比率

(D，/D，)の弾力性を万D とし，商品供給比率 (X，jX，)の弾力性を加とす

れば; (2.4)および(1.27)より

ηD=113 

(2.5) 

。-
d

一
+一応
n
u
-
d

一--
s
 
v
 

である。第2財について正の超過需要があればPが上昇し，第l財につい

て正の超過需要があれば世が下落するものとすれば，均衡点が安定である

ための必要充分条件は.pが均衡傭より上昇した場合に第1財の正の超過

需要が生じ，また安が均衡値より下落した場合IC第2財の正の超過需要が

生じるととである。したがって，安定条件は

1JD>1JS (2.6) 

で与えられる。 (2.5)から，とれは
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-Lldags+d262+BC63)〉0 ・ (2.7)BC 

と書き換えられる.ζれまでのモデルに関する限りんI A2• BC. 111. d2. <<13 

はすべて正であるから， ζの条件は常11:充たされる。つまり，均衡点は常

11:安定的である。

冊要条件 (9)

社会全体についての総需要函数によって需要条件を規定する限り，各財

毎の需要函数を規定するという方法をとっても!量輸の本質は全く変らな

い。いま，それぞれの財に対する需要が

Dj=Dj(P. Y) (j=1.2) (2.8) 

という函数で表わされる場合を考えてみよう。己乙でYは第l財単位で表

わされた総所得を表わす。

Y=x，+px， (2.9) 

もし所得がすべて両財11:支出されるものとすれば，収支方程式は

Y=D，+pD， (2.10) 

である。したがって. (2.8)で与えられたニつの需要函数の一方は独立で

はない。さらに，現在のようなこ財モデルでは，ワルラス法則によって，

一財の市場の均衡は必ず他の財の市易の均衡を窓味するから，市場均衡の

条件は，いずれかー財についての需給の均等のみでよい。

X，=D， (2.11) 

以上で独立な4個の方種式が加わったから， ζれを(1.1) (1. 4)と組合わ

せると.13個の方程式によって Xj，Dj， Vjj， 叫 .p. q.およびYの13個の変

数を決定する体系が得られる。

きて. (2.10)から
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y .!'-.うD?，" . 
D，=τY一苛(p+D，)

11 

(2.12) 

が得られるが， 均衡の近傍において dD，=-pdD，である己とを考慮すれ
ば，

…A 

y=守句

となるから. (2.12)は

I>t-D2=一年功2

と書ける。 他方. (2.8)と(2.13)から

ん=(士号す+p等)I>

(2.13) 

(2.14) 

(2.15) 

を得る。ζの右辺弧括内の第l項は，スノレツキー・ヒックスの需要の基本

方程式を使えば

上等=ー(山，)
D， iJp 
h三一上位|ー…
- D2 ap 

日D，
町三均す

(2.16) 

と表わせる。 h は実質所得を一定に保つような所得補償が行なわれたとき

の第2財需要の価絡弾力性， また，醐2は第2財への限界収支性向を表わ

す。乙のζ とから，結局

D，=-s，p 
であり，したがって

I>t-I>2=雫旦必

(2.17) 

(2.18) 

となる乙とがわかる。つまりa 需要条件(1)の考察で示された内の内容が
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4rS21Eよって示された凶ぎず，安定条件の分析も会〈同様である。
需要条件(.)

最後に，各生産要素の所有者がそれぞれ一つの所得グループを形成し，

それらの所得グループの各財11:対する需要函数が与えられるとい勺た形で

需要条件が規定される場合について考えてみよう。 Eのような需要条件の

扱い方は，所得分配の変化によって，経済全体の需要パータンがどラ変化

し，またそれが他の変数にどのような影響を及ぼすかといった問題を考え

る場合IC役立つであろう。

1:.1:.では，極めて単純な需要のパタ ーンとして，各要素所得の一定割合

が両財へ支出される{すなわち，需要の価格弾力性がゼロでその所得事力性が1に

等しい)場合を考えよう。いま第 z要素所得からの第2財11:対する需要が，

つぎのように表わされるものとする。

D，，=!J，w，V;/p (i=1.2). (2.19) 

ζEで Q，は定数であり，叫v，は第l財単位で表わされた第z要素の所

得である。各要素所得がすべてどちらかの財11:支出されると仮定すれば

WiVi=Dil+pDi2 

である。各財11:対する総需要を

(i=1.2) 

(j=1.2) 

とすれば，それぞれの財についての需給均等の条件

(2.20) 

(2.21) 

Xj=Dj (j=1.2) (2.22) 

は，再びワルラス法則によって，一つの独立な方程式を与える11:it，l吉ない。

結局，独立な方程式7個と Dリおよび Djの6個の未知数が(1.1) (1. 4) 

式11:加わって体系は完結する。

さて， 経済全体の総所得11:対する第2財への総支出の拘l合をaとすれ
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ば，

.P， 1-;Q 
五万;-----:Q一

から

Lb2=-dH+五
炉導ける。古ら1/:.

SJY=平a州 V;

から

Aω +
 

A
q
 

仏

T
A判

=

A

T

 

A

Y

a
円

+

=

 

A
A
M
A
Y
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(2.23) 

(2.24) 

(2.25) 

(2.26) 

(2.27) 

(2.28) 

を得る。 ただしJ 8i三附V;fYは国民所得に占める第 i要素所得の割合，

あるいは，第 $要素の相対的分配率を表わす。 (2.28)を(2.27)に代入し，

b 写ω.および←ーすれいう関係を利用すれば

SJ=-0，0， (SJ，rSJ，); 

となるから，それをさらに(2.24)へ代入して

ムーん=(1ー岳)p

G三唱島宇

(2.29) 

(2.30) 

を導くEとができる。 Eの結果は，商品相対価格が変化したときに，経済

全体におけるこ財の需要比率がどのように反応するかを示すものに他なら

ない。つまり，

加=1-4L (2.31) 



14 第 I部 外国貿易自比較静学分析

である。

先に述べたように，安定条件は ηD>加となる乙とであるが，上の結果

から，これは

-L {d161+d262+(B-G)C}〉O{2.32)
BC 

と書けるであろう。 BCは常陀正であるから，もしGとCが異符号を持て

ば， ζの条件は常IC充たされて体系は安定的である。すなわち，第2財が

労働集約財のとき (C<めには，労働所得からの第2財支出性向が相対的

に小さく (.Q，>.!J.， したがって G>O).逆11:第2財が資本集約財のとき

(C>O)には，資本所得からの第2財支出性向が相対的に小さい(.Q，<.Ql.

したがってG<O)ような場合がそれである。換言すれば，各要素所得が，

その要素を集約的11:使用して生産される財に相対的に小さい割合で支出さ

れる場合には，均衡は安定的である。しかし，もし各所得グループの選好

がとの逆であれば，不安定均衡の可能性が生じるであろう九

第4節比較静学分析

ζれまでの分針によって，生産と消費，あるいは需要と供給の両面にお

ける諸条件と，均衡点の安定条件が明らかにされたから，本節では，体系

内のいくつかのパラメターが変化した場合に，それらが内生変数にどのよ

うな影響を与えるかを考察する。己の節の結果は，本書の他の諾意で汎く

手IJ周されるであろう。

まず， 生産担1)の条件から始めよう。第2節では， 最も簡単な窃合とし

て，各財の産出高が要紫投入量のみに依存し，また，要来総供給量が所与

7) ミードは，二部門属長理論との関連でと申ような不安定均商の可能性を指椀している.

Meade (32). pp. 139-14.1書照.
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である場合が考えられていた。しかし，各財の生産は，一般には，投入要

素量IC依存するのみならず，それらが生産過程でどのように使用されるか

という技術知識の状態にも依存するであろう。もっとも，そのような技術

知識は，個々の生産者にとっては与件であって利潤極大化の目的のために

操作しうる変数ではないと考える方が分析ははるかに容易になる"。

さらに，本章で扱っている生産函数が産業別に集計された生産函数であ

る乙とを考えれば，一産業全体としての総m出高は，産業内の個々の企業
者にとっては操作可能な量ではないとしても，一産業の生産能率を考える

場合には，変数と考えられねばならない己ともあるであろう。外部経済と

か外認不経済とか呼ばれる現象がそれである。もっとも. C 1:では完全競

争という基本的な仮定が置かれているために，規模に対する収穫逓増減の

現象も完全競争と矛盾しないものだけが分析の対象となる。

さて，以上のような要因は，すべて生産函数をシフトさせるものである

というように考えれば，第2節の(1.1)式は

Xj=Fj(V，}， V，j.αj) (j=1.2) (3.1) 

ラメターである。 しかし，生産函数 Fjが要素投入量について一次周次で

あるという仮定 (A.6)は， ζ 乙でもおかれている九生産側の条件を示す

(1. 2) (1. 4)式は，形式的には同じである。

V;=i;:VIj (i=1.2) (3.2) 

8) 技術進歩がどのような要因によ。て支配されるかは，まだ充分に開拓されていない研究骨聖子
である.ζとでは.控帯同羽離の水準が外生的に変化したとき応，その彫曹がどのような形で現

われるかという問題だけを扱うととにする.第13章では.技衛進歩について申，‘う少し立ち
λった分析を行うであろう.
叫すなbち.任置の .>0に対して Fj().'v1i.AV，j，αj)=必FJ.Yli.V2i.αj)であると仮定
されている.
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(3.3) (i= 1. 2) 

BF;(V1i. V2i.酎)
ただし， μii 8Vii である。 官官2節の場合と同じように仮定

(正 6)と(3.1)式から

Xj=苧μ山

v，;/V，;=rl(q.α1) 
が導かれる。

パラメターの変化IC応ずる各変数の動きを調べるために. (3. 1) (3. 6) 

式を対数微分して次の諸式を得る。

2
 

偽
向

"
+
 

A
V
A
P
 

ん
一
戸

2
7
A山
内

=

=

 

A
V
A
M
 
q=叫 1ー却2

X;=L;OIj(μ0+ Vli) 

(j= 1. 2) (3.5) 

(j= 1. 2) (3.6) 

(j= 1.2) (3.7) 

(i=1. 2) (3.8) 

(i=1.2) (3.9) 

(3.10) 

(j=1.2) (3.11) 

V'I-Vi1= d;q+fl; (j=1.2) (3.12) 

1_ 1 fJFi 、
新しく導入された記号の意味は，つぎの通りである。町(sτァ呈モLdαil、 dJ υ

は生産函数のシフト ・パラメターの変化IC基く第3財産出高の百分比変化

I 1 (J" 、
率，そして ん(=でー云ヲァda;)は，初期の要素相対価格の下で，生産商

、 'J V‘'J 

数のν7ト・パラメターの変化によって生じる最適資本・労働比率の百分

比変化率を表わす。 んが正であるか，負であるか，あるいはゼロであるか，

すなわち，最適資本 ・労働比率が増大するか，減少するか，あるいは不変

に留るかに応じて， シフト・パラメターの変化は， それぞれ， 労働節約

的， 資本節約的，あるいは中立的であると呼ぷ乙とにしよう。

(3.7)および (3.11)から
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(j=1. 2) 

が得られる問。乙れと (3.9)から叫は

ん=一会1.p+す(8""，ー伽)
011 1 叩，=昔1.t_B (0""，-811"') 

のように表わされ， したがって

1 ̂  1 
q=一i3P-fj一(0"π，-011"')

をf与る。

また， (3.8)と(3.12)を Vりについて解けば

Vu=す [A，，(A21"'+伽)什(机-，-A12V，)

十.l，，{A21仇+A坦β，)]

V21=す [.<，，(A，的十A的)什(紛れ-A12V，)

+ A，，(Alll>， + A"I>，) J 

V12=ーモー〔ん仙内+.1，，"，)什 (A，iV，

-A11V，) + .111(.1211>，十.1，，1>，)]

[仏(A，叶 A12"，)q+(υ仇Aゐ2

一』ん11昔九2品)+.1ん2幻以，(Aん111>仇，+.1ん1悶，1>，)必)η 〕

17 

(3.13) 

(3.14) 

(3.15) 

(3.16) 

10) 生直函数が要揖投入量I(関して-1):間取である己とから，各書曹の限界生産制'1..要薫投入

量に闘して."，，1):同肱醐となる・いま， μIJ=:glj(V1げ '}，a))とす叫宅#告Vk;=O

(1=1，2)である.ととるで，

#;j=子主ナ#れi+fjjj (ただr....Pij_奇襲十d町}
であるから，先む性質を考慮すれば，

町=干Mυ=干と宰L子生i#アkJ千干fh/i1iJ
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が得られるから， ιれに(3.15)を代入し，さらにそれらを (3.7)11:代入す

、ht
p
E
J

l
 

み
V+
 

2
 
π
 
1
 
8
 

π
 
e
 
+
 

ー{
 
十2
 

A
V
 
1
 
2
 

A
U
F
 +
 
a
 

A
V
 
1
 
2
 

n
u
F
 +
 

A
P
 
-e
 
=
 
-
A
X
 (3.17) ，、

x，=.，p+ρ12Vl+P"V，-6，7tl + (1+匂)π2-b2

ただし

E-L[{011112A21+821AM22161+Ald2262〕
BC 

=-L[AuA2161+{822AuA22+8EAuA21}621 
BC 

A?? AHI 
向戸τへρ21= eW 

A"， J'1 
P12::=:-C' ρ盟三7

b戸÷[削仇+0山 "̂lsl+̂的削

h=÷MHa+182州 "+8，，Al'̂叫ん〕

である。 h および 6，は，第2節で示したよう i乙生産変換曲線IC沿って

の各財の供給の価格弾力性であり， また， ρ"は第z要素総供給量の変化

11:対する第j財産出高の扮i力性である。そして.bJは，両産業における生

産函数のシフト・パラメターの変化がもっ生産要素バイアスが各財の産出

高11:与える効果を示す。

(3.17)から，両財の供給量比率の変化は，

主l-X2=ー(61+6必+(ρll-Pl')九+(ρ..ーρ，，)九

+(1+町+.，)(πzーπ，)+(b.+b，) (3.18) 

ZFEt(干v・23mhFM伊 FM，J
つまり.(3. 13)式は，町=:E8り/lijと同値である.換宮すれば， シフト・バヲメター白変化
のみに基く各要素の限界生産物白百分比夜化の加E平均に等しい.ただし，カIlifi平均申ウバ
トは，それぞれ由要素の生産弾力性である.
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または

1 ，!'. !， 
X1-X2=-A3F勾 +τ(V，-V，)

dJO'l+A2内+BC， ， • A，8.+ A，e， (町一π，)+!!.!且士三世 (3.19) BC ， C 

で示される。

つぎに需要条件の変化について考察する。第3節で示した三つのタイプ

の需要条件のうち，条件(紛は条件(1)と木質的に変ると ζろはなかったから，

c.c.でほ条件(1)と(3)のみを取上げよう。前者は特ILIIfI好の変化が他の変数

IC与える効果を，また後者は所得分配の変化11:伴う需要バターYの変化が

他の変数に与える効果を分桁するという目的のために用いられるであろう。

、需要11:及ぼす価格以外の要因の影響を考慮するために. (2.1)の需要函

数をつぎのように書き直すζ とlとする。

ま=H(p.r) (3捌

とζで Tは経済全体の需要条件に影響を与えるようなパラメターである。

Eれから直ちに

D，ーD，='，P+fJ， (3.21) 

1_ P fJ(DdD，) ¥ 
が得られる。ただしI 0'3(=，古与すでよ主主fニ:!!....)は需要函におけるこ財

'¥. (D，/ D，) fJp ノ

(_ 1 fJ(DdD，) 、
簡の伐替弾力性を，また.

もし1/，が正宅

あれば第1財11:偏った需要の変化が生じており，んが負であれば第2財IC

偏った需要の変化が生じているととになる1日。

11) 1:. とでは.一応γを砂皐申パヲメターのように扱っているが，γが体帯内町他申車数やバラ

メターに依存する場合でも同級な方法で分析を行なう ζとができる.たとえばγが所得水準Y

を褒b1-， Yはさらに商品相対価格pと他申パラメター'の函量であるとする.需要函数は
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さて，需給均等の条件を考慮すれば，供給側の変化式(3.19)と需要側の

変化式(3.21)から商品相対価格の変化が体系内の種々のパラメターの変化

によって表わされる。

p=ーす (B(V，-V，)+(A凶 +A，.，+BC)仇ー町)

-B(Adh+A，s，)+BCs3J 
d=A，d， + A，d，+ BCd3 

(3.22) 

先ICも述べたように.A，. A，. BC>Oでん+A，+BC=lであるから d

は経済における三つの代替型車力性の加重平均1<::他ならない。事実. σは経

済全体としての資本と労働の関の代替弾力性を表わしているとも考えられ

る。というのは，他のすべてのパラメタ ーに変化がなく，生産憂来供給量

のみが可変である場合を考えれば

V，-V，=dq (3.23) 

であるから，かりにqが与えられたものとすれば，上式の左辺は，需要・

供給側のすべての均衡条件を充たしながら経済が吸収し得る両要素の比率

の変化を示しているからである。

(3.22)式は需要条件(1)の下での一つの長終結果である。他の内生変数の

変化とパラメターの変化との関係は. (3.22)式をとれまでの中間結果1<::逐

次代入して求められるであろう。c.c.では，比較静学分析の一つの例とし

て，生産要素の成長，技術進歩，噌好の変化などが労働と資本の問の所得

D.lD.=Hlp， Y{P. ')Jとなり・したがって.i>.-D.白夜危了誓ム夜元T詳{
.1._1_ ¥...... r ---'!..-...iιL  dH .L  ..1.L 1 
P+-y-vdi dt j=L + (D.iD.) iiy・ア ap JP+ (D，iD.l 

・4件十，と書ける叫.自申耐を d..m=枇 11.時え山v'.r. Q) 
34った所得附層間の1J1.j草分配のパターン，あるいは噌好な

ど，需要最件に膨嘗を及ぼすと考えられる多くの聾困の分析が可能となるであろう.
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分配IC及ぼす効果をとりあげてみよう問。

総賃銀を総;fjJ潤で除した比率をQとすれば

から

Q=ω，V， -
叫，V，

Q=q+(V，-V，) 

f、=ーす什(V，ーV，)

である。 Eれに(3.22)を代入して整理すれば，

1 fl.. _¥1:， A，d.+A，d，+BC 
Q=-71{1-e){V2-VIHD (π「町)

一川

21 

(3.24) 

(3.25) 

を得る。いま， 第1財が第2財lにζ比ベて相対的lにE労働集約的である(すな

わち.B， Cは正である引}としよう。そうすれば. (3.26)からつぎのような結

論が導かれる。

ω 一方の生産要業の成長率が他方のそれよりも高ければ，経済全体と

しての要素間代替弾力性が1より大きいか小さいかに応じて，それは所得

分配を成長率の高い要素IC有利，または不利な方向へ変化させる。

伽 一産業での技術進歩率が他産業のそれよりも大であれば，乙の乙と

は，相対的に技術巡歩率の大きい産業で集約的IC使用されている要素の分

配寧を低下させる。

ω ー要素を相対的に節約するような技術進歩は，それがいすれの産業

で生じても，節約される要素の分配率を低下させる。

12) とれは.Hleks (11). Chap. VI (内田訳 (2).第六章)の主恩であった.最近における

鍵何学的な骨折について棺.Findlay (，帥コ参照.



22 1111部外国貿易の比税静学骨折

ω 需要バターYのνフトがあった場合，それは，需要が相対的1<::培大

した財の生産IL集約的1<::使用されている要素の分配率を上昇させる。

最後に，第2節で示した需要条件(3)を用いた場合について，比較静学分

析の結果を簡単に考察しておこう。己の場合には，両財の需要比率の変化

は，既に示したように，

ムーレーせが+主 (2.24) 

であるが，生重要祭供給量の変化がある場合1<::は. (2.27)および(2.28)は

A A A A +y=→手!Iqー(V，-V，))+(叫 ，+V，)

y=o，{qー(V2-V，))+(柑 ，+V，)

となり， したがって(2.29)は

SJ=一位宅ゴ.!I{qー(九一台，)}

z他毛並ベ÷J+仇ジ，)}
と密かれねばならない。己れを(2.24)"代入すれば，

を得る。

ム一九=(1ーす);'ーす(B(九ー九)+(π2-"')]

G=些記号車]
.lJ(1-.Qト

(3.27) 

(3.28) 

(3.29) 

(3.30) 

需給均等の条件を考慮して， 供給側の変化式 (3.19)と需要側の変化式

(3.30)から』を求めれば，

ト一手[川)ー古G'(A，P，+ A，P2)]-("2-"') 
(3.31) 

hdr〔dl山汁(B-G)C)
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となるであろう。 己の式で.CGは正 ・負いずれの符号もとり得るが，そ

の絶対位は1を超えないζ とが磁かめられるであろう。dは，需要条件。)

の下での，経済全体における要素閣の代替型車力性を表わしている。先に示

した静学均衡の安定条件(2.32)が充たされれば，との代替弾力性は正であ

る。したがって，均衡点が安定的である限り，要素成長率の差異，技術進

歩率の相対差;ならびに要素節約的技術進歩などが商品相対価格に及ぼす

影響め方向は， 需要条件(1)を苅いた場合と同じである。また，それらが要

素閣の所得分配に与える効果についても，先の結論が，そのまま妥当する

ととも容易11:確かめられるであろう。

、J



第 2章貿易モデルと安定条件

第 l節 マーシャ Fレ・ラーナー条件

比較静学分析の結論が，考察の対象となっている経済体系の勤学的安定

条件K本質的に依存しているιとは，既11:，サミュエJレソンのI対応原理]

としてよく知られている九比較静学分析の最も普通の方法は，初期均衡

点において，体系が均衡から僅かに離脱したときに最初の均衡点へ復帰す

るような諸力が体系内で作用するという仮定を設け，何らかの外部的要因

の変化によって惹き起きれる内生変数の変化を調べるという方法である。

外生的要因の変化が大きくない場合には，初期均衡点の近傍での安定条件，

すなわち小域での安定条件が充たされていれば，比較静学分析は意味をも

っと考えて差支えないであろう。

純粋貿易理論において最もよく知られている安定条件は，マーシャ Jレ・

ラーナ一条件と呼ばれるものである。いま，二国 (AおよびB)のみが相互

に貿易を行なっている状態を考え，それぞれの国の輸入需要の価格弾力性

{ζれは，正確にいえば， オファー曲線四弾力性，すなわち輸入需要量の交易条件に

対する弥力性守あってa 通常正憶となるように定義される}を“およびωとすれ

ぱ，貿易均衡点が小域で安定であるための必要充分条件は

“+ω>1 (1.1) 

であるというのがマーシャル・ラーナー条件である九純粋貿易理論，と

1町)50剖E
2幻) Ma訂r悶.h加al“1Cα24の0，App開e町n主叶叫d副aはxJ. pp. 3お53ト一3弱54山;Marshall (釘コ.pp.却-22(杉本訳(28コ
pp. 43-柑);Lerner (22)， pp. 377-379. 
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くにその比較静学分析において1:.の安定条件の果す役割は極めて重要で

あるから，本章では安定条件ならびに輸入需要の価格弾力性について，や

やE羊しい分析を行なってお乙う。

いま二財(第1財および第2財}のみがあり， A図は第1財を輸出して第2

財を紛入し B国はζの逆を行なっているものとしよう。国際間での生産

要業移動やト ランス7ァーがな く，貿易収支の均衡が交易条件の伸縮性11:.

よって常に維持されるような場合には，ワルラス法則11:.よってー財の市場

均衡が必然的11:.他財の市場均衡を意味している。したがって，乙己ではー

財の市場と一つの相対価格についてのみ分析を行なえばよい。そこで，第

1財の単位で表わした第2財の相対価格をPとし， A国の第2財輸入量を

M，・=!.(P).B固からの第2財輸出量を E，・=g.(世)とすれば， 世界市場の

均衡条件は，

j主(p)=g，(p) (1.2) 
L 

で示される。

さて，以下の安定性分析における基本的な仮設は，均衡点の近傍におい

て，第2財の正の超過需要があれば第2財の相対価格が上昇し，逆に負の

超過需要があれば，それが下落するという Eとである。いま， ドットによ

って時間11:.関する徽係数を示すEとにすれば1:.の仮設はつぎのように表

わをるであろう。

p=叫ん(p)-g.(P));k(O) =0， k'>O (1. 3) 

ζのとき貿易均衡点が安定であるための必要充分条件は，均衡価絡を超え

て価格が上昇したときに負の超過需要が現われ，均衡価格以下に価格が下

落したときに正の超過需要が現われるととであ事。すなわち(小域における)

安定の必要充分条件は.
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号|プ(O)(4ti--371j〈O (1. 4) 

と書ける。ただし， mmlま.その他が均衡点で評価されたものであること
を示している。蕊本的仮般によって ν(0)>0であるから， (1. 4)式の符号

はl判一生11の例に依存する己とになる。
l dt 1. dt I.J 
通常の定自民の仕方ICI遺qて， A国の輸入需要の軍事力性“およびB国の輪

出供給の弥力側，e.を
r・E-JLiLt b=ーと盆土
M，・dt' -.-E" ・dp (1.5) 

と定畿すれば，安定条件は

l.+e.>O (1. 6) 

と表わす己とができる。なお B国の第1財輸入需要を M，，=f.(p)とし，

その弾力性を

“""..1;.. dl> M，・dt
と定義すれば，貿易収支均衡の条件

M，・=tE，.
から

む==0-1

(1. 7) 

(1. 8) 

(1. 9) 

という周知の関係が噂かれるから， (1.6)の安定条件が(1.1)のマーシャル

.ラーナ一条件と同値である Eとは明らかである。

第2節 輸入需要士骨太の効果

純粋貿易理論における比較静学分析のーつの典型的な例として，外国に

おける貿易財の需要 ・供給条件には変化がなく，自国のみで輸入需要が何
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ちかめ原因it;j;り増大したとき，毛れが貿易置や交易条件にどのような影

響を及ぼすかという問題を考えてみよう。t:.I:.でとの問題を取上げた彊由

1:，それが比較静学分析と安定条件の関係を示す模範的な例であるという
Eとの他IC，その問題が，つい最近になって漸く解決を見た一つの槍争点

を含んでいるからで 1ある。

マーシャルは，ある一国のみで輸入需iJl!の増大が起ったとき，交易条件

のその国への悪化と輸出，輸入双方における貿易量の増大が生じるであろ

うと述べた後，他の国の輸入需要の弾力性を所与とすれば，いずれか一国

の輸入需要が弾力的であるほど， 貿易量増大の程度は大きく， また. そ

の国への交易条件悪化の程度も大きいという一般的原則が成立つと主張し

た3)。 乙れに対して， グレーアムは，輸入需要が増大した国の輸入需要の

弾力性が大であるほど，貿易量増大の程度ならびに交易条件のその国への

悪化の程度は小さくならねばならないと論じているペ前節の記号を用い

て両者の論点を整理すれば，つぎの表のようになるであろう。

第 1表 輸入需要増大の効果傘

マーシャル グレーアム

、・ ' らが大であるほど 大
A国交晶条件車化の程度

'.が大であるほど 小

らが大であるほど 大
貿易量増大の湿度

%が大であるほど 大 大

• A閣で..入需要の崎大がof.，1l.B閣の稲車・供給条件は不変とする.

3) Marshall C剖J.pp. 177-178 and ApPendix J. pp.担2担4 マーシャル">>;.両国と
もに弾力的な輸入需要を持ヲている場合民臓論を限っているととは，この引用健所から明瞭に

臨みとられる.

4) Graham (86:コ.pp.剖ト曲2



28 第 I部外国貿易担比較静学骨折

しかしながら，このように一見したと ζろ矛盾するように思われる両者

の結論の聞の関係は，その後アレ':/，ケンプ，パグワッティおよびジョン

ソ日等によって整理され"， 現在では，輸入需要地大の程度をどのように

測るかによって結論の途いが生じたものである乙とが明らかlとされている。

いま A国の輸入需要のシフトを扱うために， A国の絵入需要函数を

M24=ん(p， r) (争>0) (2.1) 

と表わすζ とにしよう。 Tはシフ ト・パラ メターである。輸入需要の増大

I 1 Oι 、
を政(=τ7去ιdr)で表わす乙とにすれば，乙れは，一定の交易条件の、 1VI2lI VT 
下での輸入需要の百分比変化によって輸入需要のシフトを測っている乙と

を意味している。 (2.1)から

M，.=-，.p+M (2.2) 

が導けるであろう。他方，前節での分析から明らかなように，貿易均衡の

条件から.

M2o=E2b=ε.p=(ωー l)p

が得られる。したがっで，これら二式から，交易条件の動告は，

今 M
の -
r “+ωー1

(2.3) 

(2.4) 

によって示されるととがわかる。初期均衡点が安定的ならば，マーシャノレ

・ラーナー条件によって分母は正であるから，成>0に対して五>0，つま

りA国輸入需要の増大11:よって交易条件I;tA国に不利化する。しかし股の

大きさが与えられると，両国の輸入需要の弾力性が大きいほど，交易条件

のA国への悪化率は小さくて済むととになる。また A困の輸入量 (=B

園田輸出量}の変化，ならびにB困の輸入量 (=A園申輸出量}の変化は，

5) Allen (43)， Kemp (10ηaおよび Bhagwati=Johnson(66)創照.

































































国際生産要素移動と交易条件

第 1節序 論

貿易理論の近代的な展開の過程において，生産理論の国際貿易への広汎

な適用を怠図したヘクシャーの一つの質献は，生産諸条件と国際貿易との

関連を明らかにしたととであったが円 それによって古典派貿易理論が仮

定していた生産要素の国際的非移動性の制限は緩和され，生産物および生

産要業の移動が同じ理論の枠内で分析されるようになった。特11:.へタシャ

ーおよびオリ ーンが，生産物の国際移動と生産要紫のそれとの聞の補完性

を強調したのは周知のEとである。近年著しく発達してきたへクシャー・

オリ ーン的な貿易理論，すなわち貿易理論への要紫比率的接近と呼ばれる

ものにおいても1:.の点はよくとりあげられてきた% 己れに対して，生

産要素の移動が交易条件に及ぼす影響はそれほど人々の関心を懇かなかっ

たようである3)。 もちろん，購買力の国際的トランスファーが実物的トラ

ン元7ァーによって完結されるためK交易条件がどのように変化すべきか

という問題は，第一次大戦後におけるドイツの賠償金支払問題と関連し℃

準々しく議論されたが，己乙では，己のような短期的な問題ではなく，国

際的に移動した生産要素の生産力効果があらわ，れるような長期的問題を指

1) Hecksch町 仁田〉および Ohlln(釘】

2) たとえば.Meade (30)， Cha凹 XIX.XXIIIおよび Mundell(132コなどが事げられ号.

なお， Cav酷 (4)，Chap. V陪国捺生産要量移動輪の展望として舎帯になるであろう.

3) 注目すベき例舛として，オリ-;/の影響を強く畳けるとともに，オスー，

いて固隠賢本穆動の分析を行なヲた NurkseC:担)(増井・傍島訳(35))，回p.Kap.4を挙

げなければならない.なお.ζ申掌は英訳されて Nurkse(36)，Chap， 1に再録されている.





















































































































































第9章経済成長，貿易差額，および交易条件

一一 ハ ロ ッドの理1章一一

第l節序 論

一国の輸出額の成長率を決定する要因についてハロッドが三つの支配的

な原理を挙げている Eとはよく知られている。私は，かつてζの問題に触

れてつぎのように述べたEとがある。すなわち， rハロッドは既IC早くか
ら， ジョンソンの示したιの二つの効果 [経務成長が貿易差額に与える所得効

果と価格効果〕を明別していた。すなわち，彼が貿易差額率との関連で述べ

た輸出の成長率決定因の第一，第三要因がそれである。他の事情にして等

しければ，全体としての外国経済の成長皐が園内経済のそれを超過すると

きは貿易差額は好転するというのが第一要因であり， ftJ潤以外の生産要素

の報酬率が一人当り生産高の成長率よりも小ならば，その国の貿易差額は

好転するというのが第三の要因であって，両者は明らかにジョンソンの所

得効果と価格効果とIC対応する。 ・口ハロ ッドが輸出成長率決定因の第二

IC挙げた，比較優位産業における一人当り産出高の成長率が国民所得のそ

れを超える場合は， 乙の〔ヒックスのいう]輸出品パイアスのケースに該当

するJとひ。

しかし，私は，わが図の国際経済学会で人々の注目を集めたいわゆる篠

原・小島論争IC附随して，己のハロッドの三命題に関する異った解釈が対

立している乙とを知り，ハロッドの主張を再検討した結果，上で引用した

見解が本質的ICは誤っていなかったとしても，ハロッド理論の解釈として

= 
1) 天野 (44)pp. 39-40. 















































































































































第14章経済成長の二部門分析

第 l節序 論

経済成長過程の理論的分肝を，巨視的なー部門分析から，消費財と資本

財とを明確に異った生産物として区別するこ部門分析へ拡張しようとする

試みは，近年数多くなされてきた目。 しかし，成長経済学のf 般的な傾向

に反して1:れらの研究では，僅かな例外を別として汽 技術進歩が果す

役割は全く無視されている。本章は1:のようなギャップを埋めようとす

る一つの試みである。

本章で展開しようとするこ部門成長モデルは， その生産面では， 天野

[57J ドランダキス [75J. ミード [32].高山 [159J.字沢[162J.l163J 

などと本質的に同じ構造をもっている。すなわち. 1: 1:では，つぎのよう

な仮定を充たすような経済を分析の対象とする。

(A.1)経済は， それぞれ同質の生産物(消費財および資本財)を生産する

二つの部門から成り，各部門における生産は，各要素11:関する収穫逓減と，

規模11:関する収穫不変という条件の下で行なわれる。

(A.2)生藍要素は，それぞれ等質な労働と資本の二種類とし，両生産要

素とも正の実質報酬率の下で完全に利用される。

(A.3)各部門は，生産を行なうためには，労働と資本の前築業を必要と

するが，二つの都門?で両要素が同ーの割合で結合されることはない。

1) Amano (57コ.Dbrymesσ'4). Drandakis (75)， lnada (91)， Kurz (116). Meade 
(32)， Sbinkai (148)， Solow (154)， Takayama (159)， Uzawa (162コ.(16勾晶ど.
2) Dhry回 国 (.74)および Meade(32). 





















































第15章比較生産貨の決定因

第l節序 論

比較生産貨の決定因については1:れまでにつぎのような二つの基本的

な接近方法があったように恩われる。すなわち，生産資源の生産効率の差

異を強調する伝統的な方法と，各国聞における生産要素の存在置の相対的

な差を重視する要素比率分析とがそれである。後者は，内外の学会を脹わ

せた要素価格均等化命題やレオンチェ 7逆説と関連して汎く知られるよう

になったが，最近では，成長理論，とりわけ技術進歩の理論の急速な進展

に伴って，前者の接近法へと秤の目盛が動きつつあるよう11:思われる。

本章の第2節において，私は簡単なー般均衡モデJレを構成し，それ11:よ

って生産側の種々な要因が比較生産費構造を決定する際lζ果す役割を明ら

かにしようと思う。第3節では，需要側の条件について簡単に考察する。

Eの分析によって，生産条件と需要条件との間11:一つの興味深い関係があ

る乙とを指摘する乙とができる。最後に，第4節では，比較生産賢建拾に

関するとれまでの文献の中から.

の要因を考慮しながらも，なお，生産効率の差および資源賦存量の差とい

うこつの主要決定因のどちらか一方11:重点をおく対照的な二つの理論を見

出し得る ζ とを示そう。一つは，Towards a Dy旬amicEco旬omics'C示さ
れたハロッドの見解であり，いま一つは，レオンチェ 7逆説11:関連して示

されたレオンチェフ自身の考え方である。第4節では，第3節までのモデ

ルに適当な仮定を加えることによって， ζの二つの理論が，それぞれ，伝
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